
｢病
院
﹂
の
成
立

八

尾

美

咲

は
じ
め
に

江
戸
時
代
︑
幕
府
の
命
令
に
よ
っ
て
日
本
が
鎖
国
を
行
っ
て
い
る
一
方

で
︑
長
崎
の
出
島
で
は
オ
ラ
ン
ダ
船
を
対
象
と
し
た
貿
易
が
行
わ
れ
て
い

た
︒
こ
れ
に
よ
り
西
洋
の
文
明
・
文
化
・
技
術
な
ど
様
々
な
も
の
が
伝
わ

り
蘭
学
が
花
開
い
た
の
で
あ
る
︒
数
多
く
の
学
問
が
誕
生
し
た
中
で
︑
当

時
の
日
本
人
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
が
医
学
で
あ
る
︒
医
療
技
術
が

大
幅
に
改
良
さ
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
︑
そ
の
恩
恵
の
象
徴
が
︑

﹁
病
院
﹂
で
あ
る
︒

現
在
私
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
﹁
病
院
﹂
は
︑
医
療
法

(昭
和
二
十
三

年
)
第
一
条
で
︑﹁
医
師
又
は
歯
科
医
師
が
︑
公
衆
又
は
特
定
多
数
人
の

た
め
医
業
又
は
歯
科
医
業
を
行
う
場
所
で
あ
っ
て
︑
二
十
人
以
上
の
患
者

を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
も
の
を
い
う
︒
病
院
は
︑
傷
病
者

が
︑
科
学
的
で
か
つ
適
正
な
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
便
宜
を
与
え

る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
︑
か
つ
︑
運
営
さ
れ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
定
義
付
け
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
こ
う
し
た

法
的
な
規
定
以
前
に
︑
﹁
病
院
﹂
は
文
化
的
︑
ま
た
思
想
的
な
問
題
が
含

ま
れ
て
い
る
語
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
︑
そ
う
し
た
文
化
的
︑
思
想
的
問
題

に
焦
点
を
当
て
つ
つ
︑﹁
病
院
﹂
と
い
う
語
が
ど
う
い
う
経
緯
で
成
立
し

た
の
か
を
解
き
明
か
し
て
い
く
︒

文
中
の
︑
引
用
の
中
に
お
け
る
旧
字
体
は
︑
現
行
の
新
字
体
に
変
え
る

こ
と
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
書
名
や
人
名
︑
数
字
が
旧
字
体
で
あ
る
場
合
は
︑

旧
字
体
の
ま
ま
に
し
て
お
く
︒
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
引
用
原
文
の
ま
ま
に

し
て
お
く
︒

な
お
︑
﹁

﹂
で
括
っ
た
も
の
は
語
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
り
︑﹁

﹂

の
な
い
も
の
は
実
体
に
つ
い
て
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
︒

一
六
五



第
一
章

先
行
研
究

｢病
院
﹂
と
い
う
語
の
先
行
研
究
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
︒

『語
彙
研
究
文
献
語
別
目
録
﹄
(明
治
書
院
)
と
﹃
近
代
漢
語
研
究
文
献

目
録
﹄
(東
京
堂
出
版
)を
用
い
て
﹁
病
院
﹂
を
探
し
︑
そ
の
中
か
ら
重
要

と
思
わ
れ
る
三
つ
の
論
文
を
取
り
上
げ
る
︒

a
．
訳
語
﹁
病
院
﹂
の
成
立

︱
︱
そ
の
背
景
と
定
着
過
程
︱
︱

(一
九
七
九
)

佐
藤

亨

b
．
｢病
院
﹂
は
和
製
漢
語
か

(一
九
八
〇
)

鈴
木

博

c
．
訳
語
研
究
の
一
視
点

︱
︱
｢病
院
﹂
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱

(一
九
八
三
)

佐
藤

亨

論
文
a
は
︑
辞
書
類
を
は
じ
め
文
献
や
書
翰
な
ど
の
用
例
が
と
て
も
多

く
︑
多
岐
に
わ
た
り
充
実
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
以
下
の
点
に
︑
不
明
瞭

な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
︒

・
『紅
毛
雑
話
﹄
に
記
さ
れ
て
い
る
﹁
明
人
﹂
を
大
槻
玄
沢
ら
蘭
学
者

と
解
釈
し
た
ま
ま
論
を
進
め
て
い
る
こ
と

・
｢療
病

(ノ
)
院
﹂
を
省
略
す
る
こ
と
で
﹁
病
院
﹂
と
い
う
語
を
新

た
に
つ
く
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と

一
点
目
に
つ
い
て
は
︑
論
文
b
に
関
係
し
て
い
る
の
で
︑
後
で
述
べ
る

こ
と
と
す
る
︒
二
点
目
は
︑
本
文
中
に
﹁
療
病
院
﹂
や
﹁
養
病
院
﹂
の
用

例
を
挙
げ
て
い
る
が
︑
そ
れ
が
﹁
病
院
﹂
の
語
の
発
生
に
関
係
し
て
い
る

と
い
う
根
拠
が
乏
し
い
の
で
︑
こ
の
主
張
を
確
か
な
も
の
と
し
て
は
受
け

入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
︒

論
文
b
は
︑
論
文
a
を
は
じ
め
そ
の
他
三
つ
の
論
文

(杉
本
つ
と
む
著

﹃
近
世
に
お
け
る
外
国
語
の
摂
取
と
そ
の
影
響
︱
︱
近
代
日
本
語
史
の
一

断
面
﹄︑
斎
藤
静
著
﹃
日
本
語
に
及
ぼ
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
影
響
﹄︑
森
林

泉
子
著
﹃﹁
英
和
字
彙
﹂
に
お
け
る
中
国
語
訳
の
受
け
入
れ
﹄)
の
説
を
否

定
し
た
も
の
で
あ
る
︒
前
述
の
﹁
明
人
﹂
の
解
釈
の
点
は
︑
大
槻
玄
沢
の

﹃
蘭
説
弁
惑
﹄
に
︑﹁
清
人
﹂
と
対
照
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
︑

中
国
の
明
朝
の
人
を
指
す
と
い
う
こ
と
と
︑
森
島
中
良
の
﹃
類
聚
紅
毛
語

訳
﹄
で
は
﹁
明
人
﹂
が
イ
タ
リ
ア
人
の
利
瑪
竇

(
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
)
や

艾
儒
略

(
ア
レ
ニ
)
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
︒
こ
れ

に
よ
っ
て
︑﹃
紅
毛
雑
話
﹄
で
の
﹁
明
人
﹂
は
︑
最
低
限
の
前
提
と
し
て
︑

日
本
人
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
が
︑
さ
ら
に
︑

・
『職
方
外
紀
﹄
よ
り
も
古
い
文
献
に
こ
の
語
が
見
い
だ
さ
な
け
れ
ば
︑

こ
の
訳
語
の
創
出
者
は
艾
儒
略
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
︒

(本
文
よ
り
抜
粋
)

・
｢病
院
﹂
(
そ
し
て
﹁
貧
院
﹂﹁
幼
院
﹂)
と
い
う
語
は
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

｢病
院
﹂
の
成
立

一
六
六



人
が
中
国
で
造
っ
た
漢
語
で
あ
っ
て
︑
和
製
漢
語
で
は
な
く
︑﹁
療

病
院
﹂
等
の
省
略
形
で
は
な
い
と
す
べ
き
で
あ
る
︒
(本
文
よ
り
抜

粋
)

と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
︒

論
文
c
は
︑
論
文
a
を
補
訂
し
た
も
の
で
あ
り
︑

・
｢病
院
﹂
は
中
国
初
期
洋
学
書
に
見
出
さ
れ
る
の
で
︑
中
国
に
お
い

て
訳
語
と
し
て
造
り
出
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
(本
文

よ
り
抜
粋
)

と
い
う
主
張
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
︒
従
っ
て
良
い
見
解
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
︒
し
か
し
︑

・
南
懐
仁
の
﹃
西
方
要
紀
﹄
に
よ
る
と
﹁
養
病
院
﹂
が
も
と
で
︑
そ
れ

を
言
い
直
し
た
も
の
が
﹁
病
院
﹂
で
あ
る
と
い
え
る
︒
つ
ま
り
︑

﹁
病
院
﹂
は
﹁
養
病
院
﹂
の
省
略
し
た
形
で
あ
る
︒

と
い
う
主
張
は
︑﹁
病
院
﹂
が
省
略
形
と
さ
れ
る
な
ら
ば
︑﹃
職
方
外
紀
﹄

に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
︒

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
︑
語
の
出
典
に
焦
点
を
当
て
て
い
る

ば
か
り
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
名
称
と
︑
実
体
が
結
び
つ
く
過
程
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
︒

第
二
章

｢

病
院
﹂
﹁
貧
院
﹂
な
ど
の
語
の
初
出
例
の
確

定

次
に
︑
﹁
病
院
﹂﹁
貧
院
﹂﹁
幼
院
﹂
の
訳
語
と
し
て
初
出
例
で
あ
る

﹃
職
方
外
紀
﹄
と
︑
国
内
初
出
例
で
あ
る
﹃
紅
毛
雑
話
﹄
の
該
当
箇
所
を

掲
げ
て
お
く
︒

『職
方
外
紀

巻
二
﹄
(一
六
二
三
年
)

(前
略
)
因
貧
粥
子
女
者
未
有
飢
餓
転
溝
壑
者
在
所
皆
有
貧
院
専
養
一

方
鰥
寡
孤
独
所
其
中
者
又
各
有
業
雖
殘
疾
之
人
亦
不
廃
如
瞽
者
運
手
足

痺
者
運
耳
目
各
有
悠
當
務
使
曲
尽
其
才
而
不
為
天
壌
之
廢
物
亦
有
幼
院

専
育
小
児
為
貧
者
生
児
挙
之
無
力
殺
之
有
罪
故
特
設
此
院
令
人
撫
育
以

全
児
命
其
族
貴
而
家
貧
者
恥
於
送
子
入
院
更
有
両
全
之
法
其
院
穴
墻
以

設
転
盤
内
外
隔
絶
不
相
見
送
児
者
乗
人
不
見
置
児
盤
中
扣
墻
則
院
中
人

転
児
人
矣
其
曽
領
洗
与
否
皆
明
記
児
胸
異
時
父
母
復
欲
収
養
則
按
所
入

之
年
月
便
得
其
子
又
有
病
院
大
城
多
至
数
十
所
有
中
下
院
所
中
下
人
有

大
人
院
所
貴
人
凡
貴
人
若
羈
旅
若
使
客
偶
患
疾
病
則
入
此
院
院
倍
美
於

常
屋
所

(
後
略
)

｢病
院
﹂
の
成
立

一
六
七



『紅
毛
雑
話

卷
一
﹄
(一
七
八
七
年
)

○
貧
院

欧
羅
巴
国
中
に
︑
ア
ル
ム
ホ
イ
ス
と
い
ふ
府
あ
り
︑
明
人
訳
し
て
貧
院

と
云
︑
是
国
王
よ
り
建
る
所
に
し
て
︑
鰥
寡
孤
独
発
病
の
者
を
養
ふ
︑

専
ら
慈
悲
善
根
を
施
す
事
を
︑
第
一
と
す
る
国
風
な
り
︑

○
幼
院

同
国
中
に
︑
ウ
ヰ
ス
ホ
イ
ス
と
い
ふ
府
あ
り
︑
明
人
幼
院
と
訳
す
︑
是

亦
国
中
の
貧
窮
な
る
者
︑
子
を
生
み
て
も
養
ひ
育
べ
き
為
方
な
く
︑
又

是
を
殺
せ
ば
︑
国
禁
を
犯
せ
る
罪
を
蒙
る
故
︑
国
王
両
全
の
方
便
を
以

て
是
を
建
︑
(略
)

○
病
院

同
国
中
に
ガ
ス
ト
ホ
イ
ス
と
い
ふ
府
あ
り
︑
明
人
病
院
と
訳
す
︑
此
府

は
甚
広
大
に
構
へ
た
り
︑
何
故
な
れ
ば
︑
外
国
よ
り
来
る
所
の
使
客
並

に
国
中
の
病
者
は
︑
貴
賤
と
な
く
爰
に
居
し
む
︑
医
師
︑
看
病
人
︑
臥

具
︑
病
架
に
い
た
る
ま
で
︑
備
置
て
闕
事
な
し
︑
(略
)

第
三
章

実
体
と
し
て
の
病
院
な
ど
の
施
設
に
つ
い
て

の
歴
史
的
変
遷

病
院
が
成
立
す
る
以
前
に
︑
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
救
済
施
設
が

あ
っ
た
か
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
︒
歴
史
的
に
み
て
︑
か
つ
て
存
在

し
て
い
た
救
済
施
設
を
二
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
一
つ
は
︑

仏
教
的
施
設
で
︑
二
つ
め
は
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
施
設
で
あ
る
︒

【そ
の
一

仏
教
的
施
設
︼

最
も
古
い
救
済
施
設
で
あ
る
﹁
悲
田
院
﹂﹁
施
薬
院
﹂
に
つ
い
て
の
用

例
を
示
す
︒

『扶
桑
略
記
﹄
(
第
六

養
老
七
年
︿
七
二
三
﹀
条
)
末
尾
に
は
︑
興
福

寺
に
施
薬
院
と
悲
田
院
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
︒

興
福
寺
内
︒
建
二

施
薬
院
悲
田
院
一

︒
施
二

入
封
戸
五
十
烟
︒
伊
与
国

水
田
一
百
町
︒
越
前
国
稲
十
三
万
束
一

︒

『日
本
後
紀
﹄
(卷
廿
一

弘
仁
二
年
二
月
五
日
条
)
の
弘
仁
二
年
︿
八

一
一
﹀
に
︑
山
城
国
に
施
薬
院
の
た
め
に
薬
園
が
つ
く
ら
れ
た
と
あ
る
︒

山
城
国
乙
訓
郡
薬
園
一
町
賜
二

施
薬
院
一

︒

｢病
院
﹂
の
成
立

一
六
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『續
日
本
後
紀
﹄
(卷
五

承
和
三
年
五
月
二
十
六
日
条
)
に
よ
れ
ば
︑

承
和
三
年
︿
八
三
六
﹀
の
頃
に
は
︑
こ
れ
ら
の
施
設
は
藤
原
氏
一
族
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

左
大
臣
正
二
位
藤
原
朝
臣
緖
嗣
︒
従
二
位
行
大
納
言
兼
皇
太
子
伝
藤

原
朝
臣
三
守
︒
正
三
位
行
中
納
言
藤
原
朝
臣
吉
野
︒
従
三
位
藤
原
朝

臣
愛
発
︒
権
中
納
言
従
三
位
兼
行
左
兵
衛
督
藤
原
朝
臣
良
房
︒
従
四

位
下
行
勘
解
由
長
官
藤
原
朝
臣
雄
敏
等
上
表
言
︒
臣
聞
︒
順
レ

風
呼

者
易
レ

為
レ

気
︒
因
レ

時
行
者
易
レ

為
レ

力
︒
今
之
所
レ

祈
︒
葢
此
之
謂

矣
︒
故
左
大
臣
贈
正
一
位
藤
原
朝
臣
冬
嗣
︒
情
深
二

謙
挹
一

︒
義
貴
二

能
施
一

︒
遂
乃
折
二

割
食
封
千
戸
一

︒
貯
二

収
於
施
薬
勧
学
両
院
一

︒

藤
原
氏
諸
親
絶
乏
之
者
︒
同
氏
子
弟
勤
学
之
軰
︒
量
班
二

与
之
一

︒

但
封
邑
之
賞
︒
人
歿
則
已
︒
所
以
買
二

置
田
業
一

︒
散
二

在
諸
国
一

︒

創
業
之
始
︒
壌
利
所
レ

輸
︒
不
レ

須
二

督
促
一

︒
全
入
二

院
廩
一

︒
大
臣

歿
後
︒
巧
避
多
端
︒
合
レ

輸
不
レ

輸
︒
十
而
八
九
︒
此
則
物
色
非
レ

公
︒

人
情
不
レ

畏
︒
州
県
僻
遠
︒
挍
覈
不
レ

由
之
所
レ

致
也
︒
伏
以
︒
臣

門
二

旧
績
一

︒
永
錫
二

功
封
一

︒
悠
々
眇
末
︒
靡
レ

不
レ

沾
レ

沢
︒
夫
毀
レ

家
益
レ

国
︒
臣
節
攸
レ

先
︒
以
レ

此
拝
レ

章
︒
血
誠
奉
レ

返
︒
於
レ

是

逸
レ

恩
者
戢
レ

翼
︒
赴
レ

賞
者
反
レ

蹤
︒
憑
二

力
大
臣
一

︒
理
固
冝
レ

然
︒

而
墳
土
未
レ

乾
︒
陵
遅
鯈
及
︒
在
二

於
生
者
一

不
レ

忍
二

緘
吞
一

︒
伏
冀

乾
慈
殊
賜
二

接
援
一

︒
下
二

知
国
司
一

︒
令
レ

加
二

撿
送
一

︒
然
則
勢
易
二

於
走
一
レ

丸
焉
︒
事
同
二

於
転
一
レ

円
矣
︒
擾
レ

公
之
妨
細
︒
而
済
レ

物

之
矜
大
也
︒
緬
彼
幽
魂
︒
戴
二

光
寵
於
窀
穸
一

︒
凡
厥
眷
属
陶
二

宝

化
一

而
俯
仰
︒
詔
報
曰
︒
情
切
二

仁
義
一

︒
事
憑
二

興
復
一

︒
冝
下

依
二

来
請
一

助
中

彼
周
急
上

焉
︒

『類
聚
三
代
格
﹄
(
卷
十
二

諸
使
幷
公
文
事
)
で
は
︑
寛
平
八
年
(八
九

六
)
に
施
薬
院
と
悲
田
院
で
巡
検
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
詳
細
に
記
さ

れ
て
い
る
︒
施
薬
・
悲
田
の
両
院
に
は
︑
病
人
と
孤
児
を
収
容
し
︑
孤
児

に
は
乳
母
な
ど
が
世
話
を
し
て
お
り
︑
院
司
が
常
に
監
視
を
行
っ
て
い
る
︒

近
衛
が
京
都
中
を
巡
回
し
て
病
人
や
孤
児
を
探
し
だ
し
て
収
容
し
て
い
た

と
い
う
内
容
で
あ
る
︒

応
レ

令
三

左
右
看
督
近
衛
等
毎
レ

旬
巡
二

撿
施
薬
院
并
東
西
悲
田
病

者
孤
子
多
少
有
無
安
否
等
一

事

右
施
薬
院
奏
状
称
︒
院
并
東
西
悲
田
三
所
収
二

養
病
者
孤
子
一

其
数

不
レ

少
︒
病
者
差
二

充
預
及
雑
使
等
一

令
二

労
治
一

︒
孤
子
亦
差
二

充
預

及
雑
使
乳
母
養
母
等
一

令
二

視
養
一

︒
院
司
常
加
二

巡
撿
一

︒
然
預
以

下
人
等
未
二

必
其
人
一

︒
屢
加
二

勧
戒
一

︒
猶
多
二

懈
怠
一

︒
恐
徒
費
二

衣
食
一

︒
存
活
者
寡
︒
望
請
︒
令
三

看
督
近
衛
等
︒
毎
レ

旬
分
レ

番

巡
二

撿
三
所
一

︒
察
二

其
多
少
一

問
二

其
安
否
一

︒
預
以
下
之
人
若
有
二

｢病
院
﹂
の
成
立
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闕
怠
一

︒
重
令
二

勘
当
一

︒
其
巡
撿
之
日
録
二

病
者
孤
子
数
一

︒
付
二

院

司
一

令
レ

知
レ

之
︒
亦
其
寒
温
不
レ

適
︒
衣
食
無
レ

給
者
︒
令
レ

責
二

院

司
一

︒
謹
請
二

所
分
一

者
︒
右
大
臣
宣
︒
奉
レ

勅
︒
依
レ

請
︒
事
須
下

看

督
近
衛
等
巡
二

撿
京
中
一

之
日
有
レ

見
二

路
辺
病
人
孤
子
一

者
︒
随
便

令
上
レ

取
二

送
院
并
東
西
悲
田
一

︒
又
大
蔵
宮
内
両
省
所
レ

充
綿
及
古

弊
幄
畳
等
︒
施
薬
院
司
請
納
之
後
︒
与
二

彼
院
司
一

共
相
知
︒
頒
二

給

三
所
病
者
孤
子
等
一

︒
莫
レ

致
二

踈
略
一

︒

寛
平
八
年
閏
正
月
十
七
日

こ
れ
ら
は
︑
施
薬
院
と
悲
田
院
が
つ
く
ら
れ
た
初
期
の
実
態
で
あ
る
が
︑

時
代
順
に
追
っ
て
い
く
と
繁
雑
に
な
る
の
で
︑
特
に
施
薬
院
︑
悲
田
院
の

変
遷
に
つ
い
て
︑﹃
大
日
本
施
薬
院
小
史
﹄
(明
治
四
十
四
年
)
を
利
用
し

て
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
︒

奈
良
時
代
で
は
︑﹁
施
薬
院
ハ
往
古
八
省
ノ
一
ナ
ル
中
務
省
ノ
隷
属
ニ

シ
テ
皇
宮
職
ノ
所
管
タ
リ
該
院
ノ
職
制
ハ
施
薬
院
使
︑
判
官
︑
主
典
等
ヲ

重
職
ト
シ
該
院
百
般
ノ
事
ヲ
所
理
ス
而
シ
テ
使
ト
称
セ
ル
ハ
医
四
位
以
下

之
ニ
任
シ
斯
道
ノ
重
職
ナ
リ
件
ノ
職
ハ
当
時
藤
原
氏
長
者

(太
政
大
臣
不

比
等
)
実
也

(当
時
大
臣
天
皇
ニ
代
リ
テ
政
令
ヲ
発
ス
ル
ト
キ
ハ
宜
ト
称

ス
之
ヲ
勅
補
ト
云
フ
)﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
施
薬
院
が
つ
く
ら
れ
た
時
か

ら
︑
施
薬
院
使
と
い
う
役
職
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
幕
府
に
認
定

さ
れ
た
公
の
施
設
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
れ
が
︑
施
薬
院
が

つ
く
ら
れ
た
始
ま
り
で
あ
る
︒

平
安
時
代
に
は
︑
﹁
山
州
名
跡
志
卷
ニ
悲
田
院
ノ
條
ニ
﹃
元
正
帝
養
老

八
年
ニ
鰥
寡
孤
独
ノ
輩
及
ヒ
病
者
ヲ
救
ン
カ
タ
メ
ニ
︑
於
二

興
福
寺
内
一

︑

施
薬
悲
田
ノ
二
院
ヲ
造
営
ス
︑
施
薬
院
ハ
病
者
ヲ
保
養
ス
ル
所
︑
悲
田
院

ハ
窮
者
ヲ
撫
育
ス
ル
所
ナ
リ
︑
其
後
準
二

比
例
一

︑
桓
武
帝
平
安
城
ニ
コ

ノ
两
院
ア
リ
﹄
ト
叙
シ
テ
︑
桓
武
天
皇
平
安
遷
都
ノ
際
ニ
︑
施
薬
院
ア
リ

シ
コ
ト
ヲ
云
フ
ハ
︑
果
シ
テ
何
ニ
拠
リ
シ
カ
︑
出
典
詳
ナ
ラ
ス
﹂
と
あ
り
︑

こ
の
時
代
か
ら
︑
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
異
な
る
施
薬
院
と
悲
田
院
が
存
在
し

て
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
施
薬
院
は
病
院
︑
悲

田
院
は
貧
院
の
よ
う
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
︑﹁
施
薬
院
ノ
如
キ
唯
其
名
ノ
存
ス
ル
ノ
ミ
ニ
シ

テ
其
実
挙
ラ
ス
北
条
氏
源
家
ノ
後
ヲ
襲
フ
テ
執
権
職
ト
ナ
リ
テ
ヨ
リ
小
康

ヲ
得
ル
ニ
及
ン
テ
亀
山
帝
ノ
朝
ニ
当
リ
北
条
時
宗
療
病
院
ヲ
其
治
府
鎌
倉

ニ
起
セ
ル
モ
朝
廷
ノ
施
薬
院
ト
ハ
其
性
質
ヲ
異
ニ
セ
リ
﹂
﹁
桑
谷
ニ
療
病

舎
ヲ
剏
立
シ
土
州
大
忍
ノ
荘
ヲ
之
ニ
附
シ
其
資
ト
ナ
シ
貧
窶
者
ヲ
之
ニ
収

容
シ
以
テ
救
済
ノ
道
ヲ
講
セ
リ
﹂
こ
の
二
点
は
︑
本
文
と
し
て
記
さ
れ
て

お
り
︑
出
典
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
︑
施
薬
院
は
病
気
な
ど
を
治
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療
す
る
役
割
を
持
ち
︑
療
病
院

(療
病
舎
)
で
は
そ
れ
に
加
え
て
医
学
を

教
え
る
こ
と
も
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
︒

室
町
時
代
は
︑﹁
室
町
時
代
ハ
唯
其
名
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
施
薬
院
ノ
実

ハ
久
シ
ク
廃
セ
ル
ヤ
疑
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
﹂
よ
り
︑
戦
争
が
多
い
動
乱

の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
︑
救
済
施
設
が
存
在
す
る
余
地
は
な
く
︑
施
薬
院

は
名
前
だ
け
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
っ
た
︒
こ
の
頃
は
︑
施
薬
院
が
機
能

し
て
い
な
か
っ
た
が
︑﹁
豊
臣
秀
吉
天
下
ヲ
一
統
ス
ル
ニ
当
リ
施
薬
院
ノ

衰
廃
シ
先
聖
慈
仁
ノ
意
下
民
ニ
及
ハ
サ
リ
シ
ヲ
憂
ヒ
天
正
年
間
旧
制
ヲ
復

興
シ
更
ニ
施
薬
院
ヲ
禁
闕
ノ
南
門
ニ
建
テ
丹
波
宗
全
ヲ
挙
ケ
テ
施
薬
院
使

ニ
任
シ
四
方
民
衆
ノ
疾
病
ニ
痛
苦
ス
ル
モ
ノ
ヲ
収
容
シ
治
ヲ
施
シ
薬
ヲ
給

ス
ル
コ
ト
頻
回
全
治
ヲ
得
シ
モ
ノ
甚
タ
多
シ
当
時
疫
病
ノ
流
行
セ
シ
コ
ト

ア
リ
施
薬
院
ノ
門
前
ニ
左
ノ
如
キ
制
札
ヲ
建
テ
リ
﹂
よ
り
︑
豊
臣
秀
吉
に

よ
っ
て
施
薬
院
の
重
要
さ
が
再
認
識
さ
れ
︑
再
び
民
衆
が
利
用
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
す
で
に
施
薬
院
は
民
衆
に
と
っ
て
必
要

な
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒

し
か
し
︑﹁
元
和
元
年
豊
臣
氏
祀
絶
ヘ
徳
川
氏
ノ
天
下
ヲ
統
御
ス
ル
ニ

至
リ
施
薬
院
ノ
事
業
ハ
昔
日
ノ
如
ク
ナ
ラ
ス
シ
テ
唯
タ
其
名
称
ノ
存
続
ス

ル
ノ
ミ
後
水
尾
天
皇
ヨ
リ

今
上
皇
帝
ニ
至
ル
歴
朝
十
五
代
年
間
ハ
該
院

ノ
実
ハ
廃
棄
シ
明
治
二
年
帝
都
ヲ
東
京
ニ
典
ム
ル
迄
ハ
前
例
ニ
依
リ
諸
家

ノ
参
内
ス
ル
時
ニ
当
リ
必
ス
此
院
ニ
於
テ
朝
服
ヲ
著
ク
ル
ノ
所
ニ
テ
ア
リ

シ
ト
云
フ
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
徳
川
時
代
に
は
︑
施
薬
院
が
衰
退
し
て
し

ま
っ
た
︒
そ
の
理
由
は
︑
施
薬
院
が
不
必
要
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
︑
新

た
に
﹁
養
生
所
﹂
が
つ
く
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒

江
戸
時
代
初
期
に
︑
小
石
川
薬
園
の
中
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
養
生
所

の
始
ま
り
で
あ
る
︒
養
生
所
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
︑
こ
れ
ま
で
の
救

済
施
設
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
︑
貧
民
の
病
気
治
療
で
あ
っ
た
︒﹁
養
生
所
設

立
ニ
就
キ
市
民
ヘ
申
渡
︑
行
旅
病
人
収
容
規
定
並
ニ
入
院
手
続
改
正
︑
養

生
所
規
則

(目
次
よ
り
)﹂
な
ど
を
立
て
札
に
し
て
民
衆
に
伝
え
る
こ
と

で
︑
か
つ
て
よ
り
も
養
生
所
の
名
が
浸
透
し
や
す
く
な
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
︒
以
上
が
︑﹃
大
日
本
施
薬
院
小
史
﹄
を
利
用
し
て
︑
病
院
が
成

立
す
る
以
前
の
救
済
施
設
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
︒

こ
こ
で
︑
﹁
養
生
﹂
と
﹁
養
生
所
﹂
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
︒
養

生
で
最
も
有
名
な
も
の
は
︑
貝
原
益
軒
が
著
し
た
﹃
養
生
訓
﹄
(
一
七
一

三
)
で
あ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
中
国
に
お
い
て
健
康
に
重
要
だ
と
さ
れ
て
い

る
﹁
気
﹂
を
め
ぐ
ら
せ
︑
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
︑
食
事
を
あ
ま
り
と

ら
ず
︑
臥
す
こ
と
を
好
ま
な
い
こ
と
が
︑
養
生
の
道
で
あ
る
と
説
い
て
い

る
︒
こ
れ
よ
り
︑
養
生
と
は
︑
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
の
事
前
の
予
防
方

法
で
あ
り
︑
健
康
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
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分
か
る
︒
さ
ら
に
︑
片
渕
美
穂
子
著
の
﹁
養
生
書
・
衛
生
書
に
お
け
る
近

代
医
学
の
導
入
と
﹁
窮
理
﹂﹂
(平
成
十
年

広
島
体
育
学
研
究
)
に
﹁
養

生
﹂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒﹁
江
戸
時
代
の
医
学
は
︑

病
を
直
し
病
を
煩
う
以
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
が
︑
そ
れ

以
上
の
価
値
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒
病
が
治
っ
て
そ
れ
以
後

の
生
活
の
過
ご
し
方
は
︑
医
学
の
問
題
で
は
な
く
︑
夫
婦
の
あ
り
方
や
倹

約
を
さ
と
し
﹁
身
﹂
の
処
し
方
を
教
え
る
養
生
の
問
題
で
あ
っ
た
︒﹂
こ

こ
で
は
︑
江
戸
時
代
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
﹁
養
生
﹂
は
︑﹁
身
﹂
の
処
し

方
︑
つ
ま
り
生
き
方
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
よ
っ
て

﹁
養
生
﹂
は
︑
近
代
医
学
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
︒

一
方
︑﹁
養
生
所
﹂
は
︑﹁
療
治
﹂
や
﹁
治
療
﹂
な
ど
と
共
に
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
︑
病
気
に
な
っ
た
人
を
収
容
し
︑
そ
れ
を
治
療
す
る
と
い
う

施
設
で
あ
っ
た
︒﹁
養
生
所
﹂
は
︑
医
学
と
結
び
つ
い
て
い
る
語
で
あ
る

と
予
想
で
き
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
養
生
所
の
﹁
養
生
﹂
は
︑
貝
原
益
軒
の

﹁
養
生
﹂
と
は
異
な
る
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
仏
教
的
な
救
済
施
設
は
︑
奈
良
時
代
か
ら
存
在
し
続

け
て
い
た
が
︑
近
代
医
術
の
病
院
に
は
つ
な
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

【そ
の
二

キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
施
設
︼

現
在
︑
我
々
が
利
用
す
る
﹁
病
院
﹂
は
︑
本
質
的
に
キ
リ
ス
ト
教
的
施

設
の
考
え
方
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
こ
と
を
古

賀
十
二
郎
著
の
﹃
西
洋
醫
術
傳
來
史
﹄
(一
九
四
二
)
か
ら
引
用
し
︑
内

容
を
整
理
し
て
い
き
た
い
︒

｢伴
天
連
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ウ
レ
ス
は
︑
さ
き
に
大
友
義
鎭
よ
り
寄
進

せ
る
地
所
に
接
し
て
︑
更
に
広
き
地
所
を
買
い
求
め
︑
新
に
会
堂
並
び
に

住
院
を
充
て
︑
も
と
会
堂
と
し
て
用
い
て
ゐ
た
建
物
を
病
院
と
為
し
︑
そ

の
一
部
分
に
は
一
般
患
者
︑
他
の
一
部
分
に
は
癩
病
患
者
を
収
容
す
る
事

と
な
し
︑
教
弟
ル
イ
ス
・
ダ
ル
メ
イ
ダ
を
し
て
病
院
に
勤
務
せ
し
む
る
事

に
し
た
︒
﹂
こ
れ
は
永
祿
二
年

(
一
五
五
六
)
の
こ
と
で
あ
る
︒
こ
れ
は

本
文
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
︑
こ
の
時
代
に
は
ま
だ
﹃
職
方
外

紀
﹄
が
著
さ
れ
て
い
な
い
の
で
︑
当
時
は
﹁
病
院
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
な
い

と
分
か
る
が
︑
少
な
く
と
も
病
院
の
よ
う
な
施
設
は
存
在
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
予
想
で
き
る
︒
さ
ら
に
︑
癩
病
患
者
も
収
容
し

て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
特
殊
な
病
気
を
治
療
す
る
施
設
が

あ
っ
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
︒

江
戸
時
代
初
期
に
も
救
済
施
設
が
存
在
し
て
い
た
︒﹁
長
崎
に
は
︑
ミ

ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
院
即
ち
慈
恵
院
が
あ
つ
た
︒
(
中
略
)
こ
の
慈
恵
院
に

｢病
院
﹂
の
成
立

一
七
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於
て
は
︑
慈
悲
者
の
寄
付
に
よ
り
て
︑
四
院
を
経
営
し
て
ゐ
た
︒
其
一
は
︑

男
性
の
養
老
院
で
あ
つ
た
︒
此
所
に
は
︑
老
齢
に
し
て
貧
困
の
た
め
自
ら

生
計
を
営
む
を
得
ざ
る
男
性
を
収
容
し
た
︒
其
二
は
︑
女
性
の
養
老
院
で

あ
つ
た
︒
此
所
に
は
︑
年
老
ひ
て
窮
迫
せ
る
女
性
を
収
容
し
た
︒
其
三
は
︑

療
病
院
で
あ
つ
た
︒
此
所
に
は
︑
不
治
の
病
の
為
め
に
苦
み
悩
め
る
患
者

た
ち
を
収
容
し
た
︒
其
四
は
︑
貧
民
救
済
院
で
あ
つ
た
︒
此
所
に
は
︑
世

人
か
ら
い
や
し
め
ら
れ
る
貧
者
た
ち
に
し
て
︑
救
恤
の
必
要
あ
る
も
の
を

収
容
し
た
︒﹂
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
養
老
院
と
貧
民
救
済
院
は
︑﹃
職
方

外
紀
﹄
に
お
け
る
﹁
貧
院
﹂
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
療
病
院
は
︑

仏
教
的
施
設
に
も
同
じ
名
称
の
も
の
が
存
在
し
て
い
た
が
︑
そ
れ
と
は
役

割
が
異
な
り
︑
病
院
と
い
う
よ
り
も
隔
離
病
院
の
よ
う
な
性
質
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
︒
さ
ら
に
︑﹁
慶
長
十
六
︑
七
年

(一
六
一
一
-一
六

一
二
)
の
頃
に
は
︑
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
及
び
附
属
の
病
院
は
︑
ま

す
〳
〵
盛
大
な
る
も
の
と
な
り
︑
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
に
は
︑
世
人
に
見

放
さ
れ
た
多
く
の
癩
病
患
者
た
ち
が
収
容
さ
れ
︑
附
属
の
病
院
の
方
で
は
︑

普
通
の
患
者
が
治
療
を
受
け
︑
(後
略
)﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
前
記
の
永

祿
二
年
の
用
例
と
同
じ
よ
う
に
︑
当
時
は
﹁
病
院
﹂
と
は
呼
ば
れ
て
い
な

い
が
︑
そ
れ
に
通
ず
る
施
設
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
ミ

ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
は
切
支
丹
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の

で
︑
そ
の
後
は
迫
害
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
︒

シ
ー
ボ
ル
ト
が
渡
来
し
た
時
に
は
︑﹁
(
前
略
)
文
政
十
亥
年
五
月
二
十

七
日
︑
シ
ー
ボ
ル
ト
が
︑
そ
の
門
人
九
名
を
同
伴
し
て
︑
出
療
を
試
み
た

事
を
記
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
︒
そ
れ
か
ら
︑
二
宮
敬
作
は
上
筑
後
町
に
て
︑

高
良
斎
は
東
築
町
に
て
︑
渡
邊
幸
造
は
西
古
川
町
に
て
︑
医
院
を
構
へ
て

ゐ
た
︒
其
外
︑
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
人
中
︑
長
崎
の
市
中
に
医
院
を
構
へ
て

ゐ
た
者
が
︑
幾
人
も
ゐ
た
事
で
あ
ら
う
︒
﹂
と
あ
る
︒

こ
こ
で
は
︑
﹁
病
院
﹂
で
は
な
く
﹁
医
院
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
文

章
は
出
典
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
著
者
の
述
べ
る
本
文
で
あ
る
が
︑

当
時
は
﹁
医
院
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
こ
こ
で
︑﹁
病
院
﹂

と
﹁
医
院
﹂
の
違
い
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
い
き
た
い
︒
医
療
法
で

﹁
病
院
﹂
は
︑
最
初
の
章
で
記
し
た
通
り
︑
二
十
人
以
上
の
病
床
が
必
要

で
︑﹁
医
院

(
診
療
所
)
﹂
は
十
九
人
以
下
の
病
床
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い

る
︒
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
︑
中
国
語
に
お
い
て
で
あ
る
︒﹃
日
中
辞

典

第
二
版
﹄
(
一
九
八
七
)
で
は
︑
総
合
的
な
名
称
と
し
て
﹁
医
院
﹂

を
︑
専
門
的
な
も
の
に
﹁
病
院
﹂
と
使
用
す
る
と
し
︑﹁
病
院
﹂
は
〝
精

神
病
院
〟〝
伝
染
病
院
〟
な
ど
︑
上
に
他
の
語
を
組
み
合
わ
せ
て
用
い
︑

単
独
で
は
用
い
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
日
本
語
と
中
国
語
と
で
は
︑

﹁
病
院
﹂
と
﹁
医
院
﹂
の
用
い
方
が
異
な
っ
て
い
る
が
︑
こ
の
文
章
で
は
︑

｢病
院
﹂
の
成
立
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﹁
医
院
﹂
と
用
い
る
の
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
は
言
及
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
︒
し
か
し
︑
こ
の
時
代
に
お
い
て
救
済
施
設
が
存
在
し
た
と
い
う

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
︒
シ
ー
ボ
ル
ト
と
い
う
医
学
に
長
け
た
者
の
教
え

を
受
け
た
門
下
生
が
︑
救
済
施
設
を
造
っ
た
と
い
う
前
例
が
あ
っ
た
の
で
︑

後
に
記
す
松
本
良
順
も
長
崎
に
病
院
を
建
て
る
こ
と
に
抵
抗
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒

日
本
で
初
め
て
本
格
的
な
病
院
施
設
が
造
ら
れ
た
の
は
︑
一
八
五
七
年

に
来
日
し
た
︑
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
軍
医
の
ポ
ン
ぺ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
デ
ル

フ
ォ
ル
ト

(一
八
二
九
～
一
九
〇
八
)
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
ポ
ン

ぺ
と
協
力
し
て
病
院
建
設
に
力
を
入
れ
た
の
が
︑
松
本
良
順

(一
八
三
二

～
一
九
〇
七
)
で
あ
る
︒
彼
は
︑
長
崎
の
医
学
所
で
ポ
ン
ぺ
に
学
び
︑
医

学
を
修
得
し
た
後
︑
幕
府
陸
軍
軍
医
な
ど
を
務
め
た
︒
松
本
良
順
の
自
伝

﹃
蘭
疇
自
伝
﹄
(一
九
〇
二
)
に
︑

｢病
院
工
事
全
く
成
り
て
予
も
ま
た
病
院
に
隣
れ
る
官
舎
に
転
居
せ

り
︒
こ
れ
我
が
日
本
国
に
お
い
て
公
立
病
院
建
設
の
嚆
矢
な
り
︒
す

な
わ
ち
ポ
ム
ぺ
氏
を
院
長
と
し
︑
予
は
副
院
長
と
な
り
︑
爾
後
三
年

間
患
者
を
治
療
し
︑
か
つ
講
義
を
聞
き
伝
習
を
受
け
た
り
︒﹂

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
確
か
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒
病
院
建
設
が
必

要
な
も
の
と
な
っ
た
の
は
︑
安
政
五
年

(一
八
五
七
)
に
起
こ
っ
た
コ
レ

ラ
流
行
が
関
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
︒
西
洋
の
医
術
を
用
い
て
コ
レ

ラ
な
ど
の
病
を
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も
︑
病
院
が
必

要
と
な
っ
た
理
由
で
も
あ
る
だ
ろ
う
︒
当
時
建
設
さ
れ
た
病
院
に
は
︑

﹃
ポ
ン
ぺ
日
本
滞
在
見
聞
記
﹄
(
一
九
六
八
)
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
る
︒

一
︑
身
分
の
上
下
に
関
わ
ら
ず
に
救
助
す
る
︒

二
︑
裕
福
な
人
か
ら
は
治
療
費
を
請
求
す
る
が
︑
貧
し
い
人
は
無
料
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
︒

三
︑
病
院
の
利
益
は
全
て
幕
府
に
納
め
ら
れ
る
︒

四
︑
食
事
は
洋
風
で
︑
決
ま
っ
た
時
間
に
提
供
す
る
︒

五
︑
洋
風
の
ベ
ッ
ド
を
用
い
る
︒

一
に
関
し
て
は
︑
実
際
に
は
身
分
の
高
い
者
が
来
る
こ
と
が
多
く
︑
ポ

ン
ぺ
の
考
え
通
り
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
︑
二
～
五
に
つ
い
て
は
ポ
ン
ぺ

の
考
え
方
に
沿
っ
た
上
で
病
院
の
事
業
が
成
り
立
っ
て
い
た
︒
一
と
二
は
︑

そ
の
根
底
に
キ
リ
ス
ト
教
の
隣
人
愛
と
慈
善
の
教
え
で
あ
る
﹃
ド
チ
リ

ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
﹄
が
潜
ん
で
い
る
と
主
張
で
き
る
︒
ポ
ン
ぺ
が
病
院
に

込
め
た
思
い
は
︑
こ
の
教
え
の
中
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒
ま

｢病
院
﹂
の
成
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た
︑﹃
日
本
医
療
制
度
史
﹄
(菅
谷
章

一
九
七
五
)
に
は
︑﹁
(略
)
南
蛮

医
学
が
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
が
︑
当
時
日
本
に
渡
来
し
た
外
国
の
宣
教

師
た
ち
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
を
拡
め
る
手
段
に
医
術
を
利
用
し
︑
彼
ら
の
教

会
の
附
近
に
は
慈
善
救
療
の
施
設
が
建
設
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
︒

(略
)﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
西
洋
の
医
学
が
キ
リ
ス
ト
教
と
深
い
繋
が
り
が

あ
る
こ
と
が
主
張
で
き
る
︒

こ
れ
に
よ
り
︑
西
洋
の
特
徴
を
取
り
入
れ
て
は
い
る
が
︑
根
本
で
は
か

つ
て
の
施
薬
院
・
悲
田
院
な
ど
と
変
わ
ら
ず
弱
者
救
済
の
考
え
方
が
存
在

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
︒
ポ
ン
ぺ
が
も
た
ら
し
た
近
代
的
医
術

に
よ
っ
て
︑﹃
紅
毛
雑
話
﹄
に
あ
っ
た
﹁
病
院
﹂
が
︑
実
際
に
形
と
な
っ

た
と
予
想
で
き
る
︒
ま
た
︑
こ
こ
で
は
病
人
を
収
容
す
る
だ
け
で
な
く
︑

診
察
や
治
療
な
ど
を
通
し
て
医
学
生
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
︒
こ
の
病

院
建
設
に
よ
っ
て
︑
そ
れ
ま
で
は
理
論
だ
け
で
教
え
ら
れ
て
い
た
医
学
・

医
術
の
水
準
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

以
上
よ
り
︑
病
院
は
︑
性
質
と
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
の
考
え
方
に
よ
っ

て
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
断
定
で
き
る
︒

第
四
章

語
と
し
て
の
﹁
病
院
﹂
の
成
立

次
に
︑﹁
病
院
﹂
と
﹁
養
生
所
﹂
の
用
例
を
年
代
順
に
並
べ
て
年
表
に

す
る
︒
(

)
は
用
例
の
出
典
で
あ
る
︒

一
七
九
四

病

院

よ
う
じ
よ
う
し
よ

を
ヲ
シ
ピ
タ
リ
と
い
ふ

(『北
槎
聞
略
﹄)

一
八
二
六

ノ
ハ
ス
ラ
ル
公
造
病
院
ノ
内
科

(『好
書
故
事
﹄)

一
八
二
六

シ
ン
ト
ピ
ー
ル
ノ
病
院

(『好
書
故
事
﹄)

一
八
五
八
．
四

長
崎
奉
行
所
↓
幕
府

病
院
心
得
方
之
記
略

(『大
日
本
古
文
書
﹄)

一
八
五
八
．
八

長
崎
奉
行
所
↓
幕
府

病
院
御
取
建
之
儀
ニ
付

(『ポ
ン
ぺ
︱
︱
日
本
近
代
医
学
の
父
﹄)

一
八
六
〇
．
五

長
崎
奉
行
所
↓
村
方

養
生
所
設
立
の
場
所

(『
西
洋
醫
術
傳
來
史
﹄)

一
八
六
一
．
九

幕
府
↓
一
般

養
生
所
規
則

(『ポ
ン
ぺ
日
本
滞
在
見
聞
記
﹄)

一
八
六
二

長
崎
奉
行
所
↓
市
中
卿

於
養
生
所
︑
来
ル
十
五
日

(『西
洋
醫
術
傳
來
史
﹄)
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一
八
六
三

長
崎
奉
行
所
↓
一
般

養
生
所
ニ
お
ゐ
て
︑
御
施
薬

(『西
洋
醫
術
傳
來
史
﹄)

一
八
六
四

長
崎
奉
行
所
↓
一
般

養
生
所
増
地
︑
分
析
窮
理
所
設
立(『西

洋
醫
術
伝
来
史
﹄)

一
八
六
八

病
院
規
則
の
附
録

判
事
井
上
氏
︑
病
院
ニ
臨
ミ
︑
(『西
洋
醫
術
傳
來
史
﹄)

こ
の
年
表
か
ら
︑﹁
病
院
﹂
と
﹁
養
生
所
﹂
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
︒﹃
北
槎
聞
略
﹄
(一
七
九
四
)
で
﹁
病

院

よ
う
じ
よ
う
し
よ

﹂
と
な
っ
て

い
る
の
が
最
も
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
例
で
あ
る
︒
年
表
の
中
で
最
も
早

い
用
例
で
︑
ポ
ン
ぺ
と
松
本
良
順
に
よ
っ
て
﹁
病
院
﹂
が
つ
く
ら
れ
た
時

よ
り
も
﹃
紅
毛
雑
話
﹄
の
成
立
時
に
近
い
の
は
︑﹃
北
槎
聞
略
﹄
の
著
者

が
﹃
紅
毛
雑
話
﹄
の
著
者
森
島
中
良
の
兄
の
桂
川
甫
周
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

他
の
人
よ
り
も
﹁
病
院
﹂
と
い
う
語
を
早
く
に
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
十
分
に
予
想
で
き
る
が
︑
注
目
す
べ
き
は
︑
病
院=

よ
う
じ
よ
う
し
よ

=

ヲマ
マ

シ
ピ
タ
リ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑﹁
病
院
﹂
と
い
う
語

は
存
在
し
て
い
る
が
︑﹁
よ
う
じ
よ
う
し
よ
﹂
と
し
な
け
れ
ば
実
体
が
伝

わ
ら
な
い
の
で
︑
横
に
振
り
仮
名
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ
使
用
し
た
と
考
え
ら

れ
る
︒
と
い
う
こ
と
は
︑
当
時
﹁
病
院
﹂﹁
養
生
所
﹂
と
い
う
語
が
ど
の

よ
う
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
関
わ
る
よ
う
で
あ

る
︒
こ
の
観
点
か
ら
注
目
し
た
い
の
は
︑
ど
の
よ
う
な
状
況
で
﹁
病
院
﹂

﹁
養
生
所
﹂
が
使
わ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
を
最
も
象
徴
的
に
あ

ら
わ
し
て
い
る
例
は
︑﹁
病
院
心
得
方
之
記
略
﹂
(
一
八
五
八
)
と
﹁
養
生

所
規
則
﹂
(一
八
六
一
)
で
あ
る
︒

｢病
院
心
得
方
之
記
略
﹂
に
は
︑

三
月
和
蘭
人
参
府
掛
目
付
並
長
崎
奉
行
上
申
書

老
中
へ

和
蘭
領
事
蘭
書
差
出
の
件

和
蘭
領
事
官
蘭
書
差
上
候
儀
に
付
申
上
候
書
付

永
井
玄
蕃
頭

岡
部
駿
河
守

長
崎
表
外
療
蘭
人
筆
記
致
し
候
趣
に
て
︑
別
冊
病
院
同
附
図
並
種
痘
之

記
其
外
蘭
書
︑
玄
蕃
頭
和
蘭
領
事
官
に
應
接
之
砌
︑
差
上
度
旨
に
て
︑

差
出
候
に
付
︑
即
別
紙
目
録
相
添
差
上
申
候
︑
依
之
此
段
申
上
候
︑
以

上

午
三
月

永
井
玄
蕃
頭

岡
部
駿
河
守
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目

録

一
病
院
心
得
方
之
記
略

三
枚

一
病
院
心
得
方
之
記
略
附
図

壹
枚

一
ソ
イ
グ
及
ひ
ペ
ル
ス
ポ
ン
プ
略
記

四
枚

一
耕
作
幷
農
業
之
略
記

拾
冊

一
天
地
間
之
事
を
記
た
る
略
記

拾
四
冊

一
種
痘
植
付
方
取
扱
之
記
略

壹
冊

一
天
地
間
之
事
を
記
た
る
略
書

五
冊

右
之
通
御
座
候
︑
以
上
︑

(﹃
大
日
本
古
文
書
﹄
幕
末
外
国
関
係
文
書

第
十
九
巻
)

と
あ
り
︑﹁
養
生
所
規
則
﹂
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

養
生
所
規
則

一
療
養
相
願
候
も
の
銘
々
居
町
居
村
役
人
並
引
請
証
人
名
前
相
認
候
印

紙
書
付
弐
枚
持
参
︑
証
人
同
道
直
々
養
生
所
罷
越
︑
壱
枚
は
門
番

所
江

差
出
︑
壱
枚
は
玄
関
江

持
参
︑
役
人
引
合
医
師
改
請
︑
寄
宿
可

致
候
︑

但
養
生
所
よ
り
人
別
糺
方
い
た
し
候
間
︑
居
町
居
村
乙
名
散
使
江

相

届
置
︑
罷
越
可
申
︑
尤
乙
名
散
使
よ
り
申
立
ニ
不
及
︑
当
人
共
直
ニ

罷
越
不
苦
候
︑

一
夜
具
寝
具
之
類
ハ
置
付
之
御
品
有
之
候
間
︑
持
参
ニ
不
及
︑
尤
自
分

所
持
之
物
致
持
参
度
候
は
ば
医
師
見
届
候
上
差
許
可
申
候
︑

一
病
気
快
方
ニ
趣
︑
歩
行
差
支
無
も
の
ハ
服
薬
相
休
不
申
候
と
も
帰
宅

為
致
︑
日
を
定
め
相
通
ひ
診
察
受
け
可
申
候
事
︑

一
療
治
相
願
候
も
の
身
許
有
之
分
ハ
寄
宿
中
一
日
壱
人
六
匁
宛
︑
一
切

之
為
賄
料
相
納
可
申
︑
尤
全
快
後
た
り
と
も
其
前
た
り
共
都
合
次
第

相
納
可
申
候
事
︑

一
看
病
人
召
連
寄
宿
い
た
し
一
間
借
切
方
相
願
候
も
の
は
︑
一
切
之
為

賄
料
一
日
拾
弐
匁
宛
前
同
様
相
納
候
事
︑

一
市
卿
之
内
身
許
薄
之
も
の
江

は
薬
剤
被
下
候
間
︑
前
同
様
之
手
順
ニ

而
一
日
壱
匁
五
分
宛
相
納
可
申
候
事
︑

但
極
貧
之
も
の
共
は
︑
其
時
宜
ニ
寄
︑
諸
賄
料
等
一
式
差
出
ニ
不
及

候
事
︑

一
病
人
之
親
類
其
外
見
舞
之
も
の
ハ
︑
兼
而
渡
置
候
番
附
証
札
持
参
︑

看
病
人
案
内
ニ
而
可
致
対
面
︑
尤
飲
食
之
品
左
贈
候
節
ハ
医
師
之
改

を
請
可
申
候
事
︑
此
外
之
儀
ハ
寄
宿
之
上
其
筋
之
も
の
差
図
を
請
け

可
申
候
事
︑

(
長
崎
図
書
館
所
蔵
﹁
手
頭
留
﹂
所
収
)

こ
れ
ら
の
例
か
ら
︑
時
代
が
前
後
し
て
い
て
も
︑
幕
府
に
向
け
て
使
わ
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れ
て
い
る
公
の
も
の
に
対
し
て
は
﹁
病
院
﹂
で
︑
村
方
や
市
中
卿
中
と

い
っ
た
一
般
市
民
に
向
け
て
使
わ
れ
て
い
る
の
が
﹁
養
生
所
﹂
で
あ
る
こ

と
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
の
こ
と
も
︑﹃
北
槎
聞
略
﹄
の

用
例
と
同
様
︑﹁
病
院
﹂
と
い
う
語
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
も
の
の
︑
そ

の
実
態
や
性
質
が
よ
く
広
ま
ら
ず
︑
一
般
市
民
に
は
理
解
し
難
い
も
の
で

あ
っ
た
の
で
︑
一
般
市
民
に
向
け
て
は
︑
今
ま
で
存
在
し
て
い
た
﹁
養
生

所
﹂
を
使
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒

こ
れ
よ
り
︑﹁
病
院
﹂
と
い
う
新
し
い
語
が
伝
わ
っ
た
結
果
︑
年
代
が
下

が
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
﹁
養
生
所
﹂
か
ら
﹁
病
院
﹂
に
移
行
し
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
事
が
分
か
る
︒
同
じ
時
期
に
同
じ
対
象
を
指
す
言
葉

が
二
つ
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑﹁
病
院
﹂
と
い
う
語
に
は
位
相
の
問

題
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
位
相
の
問
題
が
生
じ
て
ま
で
︑
こ

の
病
院
が
身
分
に
関
係
な
く
使
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と

が
予
想
で
き
る
︒
こ
れ
が
︑﹁
病
院
﹂
と
い
う
語
の
内
面
的
な
性
質
で
あ

る
︒で

は
︑
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
︑﹁
病
院
﹂
が
成
立
し
︑
日
本
で
定
着

し
た
の
は
い
つ
ご
ろ
な
の
で
あ
ろ
う
か
︒

第
五
章

﹁
病
院
﹂
の
定
着
過
程

第
四
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
︑﹁
病
院
﹂
が
名
称
と
し
て
も
実
体
と
し

て
も
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
︒
ま
ず
は
辞
書
を

用
い
て
︑
﹁
病
院
﹂
が
広
ま
っ
て
い
く
様
子
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
︒

本
稿
で
は
用
い
な
い
が
︑
同
じ
救
済
施
設
と
し
て
﹁
病
院
﹂
以
外
に
も

﹁
避
病
院
﹂
﹁
貧
院
﹂
﹁
幼
院
﹂
も
取
り
上
げ
る
︒﹁
病
院
﹂
に
は
傍
線
を
引

い
て
お
く
︒
ま
た
点
線
を
引
い
て
い
る
も
の
は
︑
読
み
方
が
異
な
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
︒

『日
葡
辞
書
﹄
(一
六
〇
三
)

病
院
な
ど
は
記
載
な
し

『和
蘭
字
彙
﹄
(
一
八
五
五
～
一
八
五
八
刊
)

aalm
oeff
(ss)
en
iersh
u
is：
幼
院

h
u
is
d
aar
d
e
v
reem
d
e
w
eesk
in
d
eren
en
v
on
d
e
lin
g
en

on
d
erh
ou
sen
en
b
ezorg
d
w
ord
en
.
︱
︱
他
国
ヨ
リ
来
テ

孤
ニ
成
タ
ル
者
ト
棄
子
ヲ
養
ヒ
置
ク
所

ziek
en
h
u
is

g
asth
u
is：
病
院

『英
和
対
訳

袖
診
辞
書

初
版
﹄
(
一
八
六
二
)
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H
osp
ital：
病
院
︑
貧
院

A
lm
on
ry
：
貧
院

A
lm
s-h
ou
se：
貧
院

『和
英
語
林
集
成

第
一
版
﹄
(一
八
六
七
)

病
院
ビ
ャ
ウ
ヰ
ン
(n
)：
A
h
osp
ital,
in
firm
ary

『必
携
熟
字
集
﹄
(一
八
七
三
)

病
院
：
ヤ
マ
ヒ
ノ

レ
ウ
ジ
バ

病
院
(へ
い
い
ん
)：
ビ
ヤ
ウ
ニ
ン

ヲ
ト
リ

避
病
院

(ひ
へ
い
い
ん
)：
ヒ
ビ
ャ
ウ
ヰ
ン
ト
ヨ
ム
︒
ハ
ヤ
リ
ヤ

マ
ヒ
ノ
病
人
ヲ
イ
レ
ル
ビ
ヤ
ウ
ヰ
ン
︒

『和
英
語
林
集
成

第
三
版
﹄
(一
八
八
六
)

病
院
b
y
o-in
：
a
h
osp
ital
in
firm
ary

避
病
院

H
IB
Y
O
-IN
：
A
h
osp
ital
w
h
ere
p
erson
s
lab
orin
g

u
n
d
er

in
fectiou
s

d
iseases

are

treated

『大
辞
典
﹄
(一
九
一
二
)

病
院
(び
や
う
︱
ゐ
ん
)：
病
人
ヲ
収
容
シ
テ
療
治
ヲ
行
ナ
フ
医
院
︒

避
病
院

(ひ
び
や
う
︱
ゐ
ん
)：
伝
染
病
患
者
ヲ
収
容
ス
ル
病
院
︒

次
に
︑
明
治
初
年

(
明
治
四
年
頃
か
)
の
出
来
事
で
︑﹃
明
治
文
化
と

明
石
博
髙
翁
﹄
(
昭
和
十
七
年
)
に
﹁
療
病
院
﹂
と
﹁
病
院
﹂
の
違
い
に

関
わ
る
内
容
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
︑
そ
れ
を
引
用
す
る
こ
と
と
す
る
︒

な
お
︑
文
中
の
﹁
翁
﹂
は
︑
明
石
博
髙
を
指
し
て
い
る
︒

こ
れ
よ
り
先
︑
新
設
の
病
院
の
名
称
設
定
に
就
て
種
々
意
見
が
交
は

さ
れ
た
が
︑
急
進
思
想
の
筆
頭
た
る
槇
村
参
事
等
は
﹁
京
都
ホ
ス
ピ

タ
ル
﹂
或
は
こ
れ
を
直
訳
し
て
﹁
京
都
病
院
﹂
と
称
す
べ
し
と
主
張

し
た
︑
所
が
募
財
勧
誘
に
最
も
功
労
の
あ
つ
た
前
記
の
僧
侶
達
は
︑

今
こ
の
病
院
は
西
洋
の
流
儀
に
て
作
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
と
は
云

へ
我
国
で
は
既
に
千
余
年
前
に
聖
徳
太
子
が
四
天
王
寺
を
建
立
せ
ら

れ
た
際
悲
田
院
︑
施
薬
院
︑
療
病
院
を
創
設
せ
ら
れ
た
精
神
に
基
き

設
立
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
我
々
は
今
こ
れ
を
再
興
す
る
意
味
を
以
て

共
鳴
も
し
及
ば
ず
な
が
ら
努
力
し
来
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
﹁
京
都
療

病
院
﹂
と
名
付
け
て
欲
し
い
と
反
対
し
︑
双
方
と
も
容
易
に
譲
歩
せマ

マ

な
い
︑
そ
こ
で
仲
に
立
つ
た
翁
は
一
策
を
案
じ
︑
僧
侶
方
に
対
し
病

院
の
徽
章
を
如
何
に
す
る
か
と
問
ふ
た
と
こ
ろ
未
だ
考
慮
し
て
ゐ
な

い
と
の
答
を
得
た
の
で
槇
村
参
事
に
対
し
︑
赤
十
字
社
の
話
を
し
︑

何
れ
我
邦
に
も
赤
十
字
社
が
起
る
で
あ
ら
う
か
ら
そ
れ
に
先
鞭
を
つ

け
た
意
味
を
以
て
赤
十
字
に
擬
へ
て
黒
十
字
の
徽
章
を
採
用
し
︑
病
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院
の
名
は
僧
侶
の
主
張
を
容
れ
て
京
都
療
病
院
と
し
て
は
如
何
で
あ

る
か
と
提
議
し
槇
村
参
事
は
直
ち
に
賛
成
し
た
︑
僧
侶
達
も
耶
蘇
教

の
標
章
に
似
て
ゐ
る
か
ら
と
の
非
難
も
あ
つ
た
が
こ
れ
に
決
め
て
し

ま
ひ
︑
東
山
の
一
角
に
黒
十
字
旗
が
翩
翻
と
し
て
翻
つ
た
の
で
あ
る
︑

こ
れ
が
欧
州
十
六
ヶ
国
の
間
に
取
極
め
た
万
国
赤
十
字
社
結
成
か
ら

十
年
を
経
た
に
過
ぎ
な
い
時
代
で
あ
つ
た
︒

右
の
話
か
ら
︑﹁
療
病
院
﹂
は
仏
教
的
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
︒
ま
た
︑
先
に
み
た
﹃
和
蘭
字
彙
﹄
や
﹃
袖
診
辞
書
﹄
な
ど

の
例
よ
り
︑﹁
病
院
﹂
が

H
osp
ital
(ホ
ス
ピ
タ
ル
)
の
訳
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
︑﹁
病
院
﹂
は
西
洋
を
象
徴
す
る
語
で
あ
り
︑
前
に
も
述
べ

た
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒

し
か
し
︑
明
治
初
年
に
な
っ
て
も
︑
未
だ
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
で
相
容

れ
ず
︑
名
称
を
ど
ち
ら
に
す
る
か
で
議
論
が
生
じ
て
い
る
︒
こ
の
背
景
に

は
︑
養
生
思
想
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
︑
そ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
第
三
章

(p
.7)
で
述
べ
た
片
渕
著
の
論
文
の
内
容
と
関
わ
る
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
論

文
の
本
文
後
の
注
釈
部
分
に
︑﹁
明
治
初
期
に
は
︑
民
俗
的
な
心
性
か
ら

西
洋
の
病
院
に
対
し
て
恐
怖
感
が
懐
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
﹂
と
あ
る
︒

す
な
わ
ち
﹁
病
院
﹂
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
恐
怖
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
︑﹁
病
院
﹂
の
名
称
そ
の
も
の
に
も
抵
抗
を
持
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒
当
時
と
す
れ
ば
︑
仏
教
的
な
も
の

に
ど
こ
か
安
心
を
感
じ
る
の
が
︑
日
本
人
な
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
結
果
︑

西
洋
的
様
式
で
つ
く
ら
れ
た
救
済
施
設
に
︑
仏
教
的
﹁
療
病
院
﹂
と
い
う

名
称
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
︒﹁
療
病
院
﹂
と
い
う
語
が
︑

仏
教
が
権
威
の
象
徴
の
よ
う
で
あ
っ
た
時
代
と
比
べ
る
と
︑
こ
の
出
来
事

は
西
洋
医
療
機
関
を
象
徴
す
る
﹁
病
院
﹂
と
い
う
語
の
地
位
の
向
上
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒

ま
と
め

先
行
研
究
で
は
︑
用
例
が
数
多
く
示
さ
れ
て
い
た
が
︑﹁
病
院
﹂
と
い

う
語
を
表
面
的
な
部
分
で
し
か
見
て
お
ら
ず
︑
語
そ
の
も
の
に
し
か
焦
点

を
当
て
て
い
な
か
っ
た
︒

語
と
し
て
の
﹁
病
院
﹂
の
起
源
は
︑
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
︑
そ

れ
は
﹃
職
方
外
紀
﹄
に
記
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
﹃
職
方
外
記
﹄
が
日

本
に
も
た
ら
さ
れ
た
時
に
は
︑
既
に
﹁
病
院
﹂
に
似
た
施
設
が
存
在
し
て

い
た
の
で
︑
﹁
病
院
﹂
を
使
う
必
要
が
な
く
︑
語
が
伝
わ
っ
て
い
て
も
実

際
に
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
︒

蘭
学
時
代
に
な
り
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
学
が
伝
わ
り
︑
医
療
体
制
が
整

う
よ
う
に
な
る
と
︑
か
つ
て
は
語
の
み
が
存
在
し
て
い
た
﹁
病
院
﹂
が
︑

｢病
院
﹂
の
成
立
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ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
︑
自
然
と
内
容

も
伴
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
︒
初
め
は
蘭
学
者
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て

い
た
が
︑
徐
々
に
市
民
に
も
広
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
の
過
程
で
明
ら

か
に
な
っ
た
の
が
︑﹁
病
院
﹂
を
取
り
巻
く
位
相
の
問
題
で
あ
る
︒
病
院

が
つ
く
ら
れ
た
頃
に
は
︑
一
般
民
に
対
し
て
は
﹁
養
生
所
﹂︑
政
府
な
ど

の
公
的
文
書
で
は
﹁
病
院
﹂
と
︑
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
が
違
っ
て
い
た
︒
こ
の

位
相
の
問
題
に
よ
っ
て
︑
明
治
初
期
に
は
仏
教
を
象
徴
す
る
﹁
療
病
院
﹂

と
︑
キ
リ
ス
ト
教
を
象
徴
す
る
﹁
病
院
﹂
と
の
対
立
が
起
こ
る
こ
と
に

な
っ
た
︒
そ
の
背
景
に
は
養
生
思
想
が
存
在
し
て
お
り
︑
日
本
人
の
内
面

的
な
思
想
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒

﹁
病
院
﹂
と
﹁
養
生
所
﹂︑﹁
病
院
﹂
と
﹁
療
病
院
﹂
の
両
者
に
お
い
て
︑

そ
れ
ぞ
れ
位
相
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
︒﹁
病
院
﹂
が
成
立
し
︑
定
着

し
て
い
く
過
程
に
は
︑
こ
の
位
相
の
問
題
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
最
終
的
な
結
論
で
あ
る
︒

ち
な
み
に
︑
先
行
研
究
で
紹
介
し
た
﹁
病
院
﹂
が
﹁
療
病
院
﹂
の
省
略

形
で
な
い
と
い
う
説

(論
文
b
)
が
あ
っ
た
が
︑
こ
の
説
に
つ
い
て
は
肯

定
で
き
る
︒
ま
た
︑﹁
養
病
院
﹂
の
省
略
形
だ
と
い
う
説

(論
文
c
)
に

つ
い
て
は
︑
本
稿
に
よ
っ
て
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

文
献
デ
ー
タ

(出
版
年
は
全
て
西
暦
に
統
一
)

【一
次
史
料
︼

○

『病
難
除
』

松
本
順

一
八
八
〇
年
八
月

○

『通
俗
醫
療
便
方

完
﹄

松
本
順

一
八
九
二
年
二
月

松
壽
堂
版

○

『近
藤
正
斎
全
集

第
三
』

近
藤
守
重

一
九
〇
五
年

國
書
刊
行
會

○

『
大
日
本
施
薬
院
小
史
』

一
九
一
一
年
十
二
月

濟
生
會

『紅
毛
雑
話
﹄
(﹃
文
明
源
流
叢
書

第
一
﹄
所
収
)

一
九
一
三
年
十
月

國
書
刊
行
會

○

『東
京
市
史
稿

救
済
篇

第
三
』

一
九
二
二
年
三
月

東
京
市

『増
補
新
訂

國
史
大
系
第
十
二
巻
』

黑
板
勝
美

一
九
四
二
年
八
月

吉
川
弘
文
館

『大
日
本
古
文
書
﹄
(
幕
末
外
國
關
系
大
書
)

一
九
一
〇
年
～
一
九
六
〇

年

東
京
帝
國
大
學

『第
二
十
五
巻

類
聚
三
代
格
・
弘
仁
格
抄
』

國
史
大
系
編
修
會

一
九

六
五
年

吉
川
弘
文
館

『第
三
巻

日
本
後
紀
・
續
日
本
後
紀
・
日
本
文
德
天
皇
實
録
』

國
史
大

系
編
修
會

一
九
六
六
年

吉
川
弘
文
館

『
松
本
順
自
伝
・
長
与
専
斎
自
伝
』

小
川
鼎
三
・
酒
井
シ
ヅ
校
注

一
九

八
〇
年

平
凡
社

『養
生
訓
』

貝
原
益
軒
著
・
伊
藤
友
信
訳

一
九
八
二
年
十
月

講
談
社

『
職
方
外
紀
﹄
(
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書

第
594
冊
史
部
352
地
理
類

所

収
)

一
九
八
六
年

台
湾
商
務
印
書
館
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﹂
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一



『北
槎
聞
略
』

桂
川
甫
周

一
九
九
〇
年
十
月

岩
波
文
庫

○
印
は
︑
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ

(h
ttp
:
//iss.n
d
l.g
o.jp
/)
よ
り
検
索

し
た
も
の
で
あ
る
︒

【二
次
資
料
(参
考
文
献
)︼

『明
治
文
化
と
明
石
博
髙
翁
』

田
中
綠
紅

一
九
四
二
年
六
月

明
石
博

高
翁
顯
彰
會

『西
洋
醫
術
傳
來
史
』

古
賀
十
二
郎

一
九
四
二
年
九
月

東
京
日
新
書

院『ポ
ン
ぺ
日
本
滞
在
見
聞
記
：
日
本
に
お
け
る
五
年
間
』

沼
田
次
郎
・
荒

瀬
進

訳

一
九
六
八
年
十
月

雄
松
堂
書
店

『明
治
文
化
全
集

別
巻
』

一
九
六
九
年
二
月

日
本
評
論
社

『日
本
医
療
制
度
史
』

菅
谷
章

一
九
七
五
年
九
月

法
政
大
学
出
版
局

『緒
方
洪
庵
伝

第
二
版
増
補
版
』

緒
方
富
雄

一
九
七
七
年
六
月

岩

波
書
店

『関
寛
斎

︱
︱
蘭
方
医
か
ら
開
拓
の
父
へ
︱
︱
』

川
崎
巳
三
郎

一
九

八
〇
年
九
月

新
日
本
出
版
社

『古
代
医
療
官
人
制
の
研
究
』

新
村
拓

一
九
八
三
年
四
月

法
政
大
学

出
版
局

『
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
︱
古
代
中
世
の
民
衆
生
活
と
医
療
』

新
村
拓

一
九
八
五
年
二
月

法
政
大
学
出
版
局

『
ポ
ン
ぺ
︱
︱
日
本
近
代
医
学
の
父
』

宮
永
孝

一
九
八
五
年
四
月

筑
摩
書
房

｢養
生
書
・
衛
生
書
に
お
け
る
近
代
医
学
の
導
入
と
﹁
窮
理
﹂｣

片
渕

美
穂
子

一
九
九
八
年

広
島
体
育
学
研
究

『絵
葉
書
で
辿
る
日
本
近
代
医
学
史
』

寺
畑
喜
朔

二
〇
〇
四
年
十
二
月

思
文
閣
出
版

『
医
療
経
営
史
』

酒
井
シ
ヅ

二
〇
一
〇
年
五
月

日
本
医
療
企
画

｢病
院
﹂
の
成
立

一
八
二


